
第２号様式 

登 録 団 体 概 要 書    （令和５年２月作成） 

（ ふ り が な ） 
団  体  名 特定

とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

シニア
し に あ

と
と

地域
ち い き

を
を

元気
げ ん き

に
に

する
す る

会
かい

 

代表者職・氏名 上田 利枝 

主たる事務所の

所 在 地 
〒760-0032 
香川県高松市本町７番１１号 

連 絡 先 等 
電 話 087-880-5850 ＦＡＸ  
ｅ‐mail scgenki@gmail.com 

ホームページ https://scgenki.jimdofree.com/ 
法人設立年月 ２０１８年６月 正会員数 １０人 

活 動 目 的 

（定款に記載さ

れ た 目 的 ） 

認知症予防の大切さを啓発する活動のほかに、認知症･介護予防・

生活支援の取り組みをされる方たちを、育て・支えて行く活動を通

して、すでに認知症を患った方々も、住み慣れた地域で住み続ける

ことができるやさしい街づくりを目指す。 

主たる活動分野 保健・医療又は福祉の増進を図る活動 

活 
 

動 
 

状 
 

況 

主な活動 

①認知症・介護予防の啓発活動及び高齢者の家族を支援する活動 
②認知症・介護予防普及のための人材育成事業 
③高齢者に安全で優しいまちづくり・居場所づくり活動 
④終活支援事業 
⑤高齢者の消費者問題に関わる援助、啓発活動 

活動地域 香川県全域 

活動頻度 年間約 20～30 か所への出張講座や啓発講演活動 

過 去 の 
事業実績 

・各コミュニティセンターにおいて、認知症予防の講話と脳トレ講

座を設立以来継続 実施。 
・四国ろうきん助成金事業として「人生 100 年健康長寿で過ごす

『脳の若返り出前講座』を実施。 
・NPO 基金補助金事業として認知症予防および終活支援・終活と

介護予防普及の人材育成事業を実施。 

今後の活動方針 

認知症予防の啓発活動以外に、認知症・介護予防普及のための人材

育成や終活支援活動を継続し、今後は、人生 100 年時代に高齢者が

暮らしやすい環境を作るための居場所づくりなどを地域と連携して

行いたい。 

県民へのＰＲ 
人生のセカンドステージを楽しく暮らすためにはどうしたらいいか

を県民の皆様と一緒に考え、時代のニーズにあった取り組みをして

いきたい。 
（注１）団体登録された場合、この概要書は、寄附を検討する県民への資料として、公開されます。 
（注２）枠内に記入できない場合は、枠を広げて記入ください。Ａ４版であれば、複数枚になっても結構です。 
 



第３号様式 

活 動 状 況 報 告 書    （令和５年２月作成） 

団体名 特定非営利活動シニアと地域を元気にする会 

登録要件 登録要件に関する団体の活動状況等 

広く県民を対

象とするＮＰ

Ｏ活動を行っ

ていること 

高松市内の各コミュニティセンターのほか、高齢者の居場所からの

依頼で、認知症予防啓発活動を出張講座を行い、これまでに延べ約

1200 人以上の県民の方が参加し、好評をいただいている。 

近年は、新型コロナウィルスの影響もあったが、令和 3 年度からは

NPO 基金からの補助金を活用し、終活支援活動のほか、新たに介護

予防・終活サポーターを養成する人材育成事業も実施できている。 

 

より公益性の

高いＮＰＯ活

動を行ってい

ること 

今後さらに進む高齢化社会において、認知症・介護予防対策は喫緊

の課題であり、またその必要性はここ数年さらに高まるにもかかわ

らず、「予防」に対しては消極的な成果しかだせていない。 

また、新型コロナウィルス感染予防のための、孤立や身体活動の減

少から、高齢者の認知症リスクがより高まってしまった。 

こうした背景から、これまで以上に認知症予防の必要性を広めるこ

とが重要となり、単なる認知症・介護予防の啓発だけでなく、「予防

活動」を地域に広げる担い手（人材）の育成にも力を入れ、県民そ

れぞれが自分事として考えられるよう活動している。 

活発なＮＰＯ

活動を継続的

に行い、当該

活動に発展性

及び模範性が

あること 

設立から、認知症予防教室や終活の講演などを継続的に実施してき

た結果、多くの方から高い評価と支持を受けている。 

幸せな人生 100 年時代を目指して、これからも助成金や寄付金など

を活用し、認知症予防・介護予防・終活における多様なプログラム

を提供していく。コロナとの共生も含め、新たな高齢者の暮らし方

を模索していく必要があり、更に当法人のミッションが社会的にも

求められることだと確信している。 

（注１）この報告書は、団体の活動内容が登録要件を満たしているかを審査するための資料として用い、また、
団体登録された場合、寄附を検討する県民への資料として、公開されます。 

（注２）枠内に記入できない場合は、枠を広げて記入ください。Ａ４版であれば、複数枚になっても結構です。 
（注３）活動の状況等が分かる資料等があれば添付ください。 


